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【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｂ０５Ｂ  15/04     (2006.01)
   Ｂ０５Ｃ  21/00     (2006.01)
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   Ｃ０９Ｊ 201/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｂ  15/04    １０２　
   Ｂ０５Ｃ  21/00    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月1日(2013.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保護された加工面に隣接する表面に塗布されたコーティングから、該保護された加工面
を遮蔽するための粘着性マスキング物品であって、
　（ａ）第１及び第２の対向する主表面と、少なくとも１つの縁部とを有する裏材層と、
　（ｂ）前記第１及び第２の裏材層の対向する主表面の少なくとも１つの少なくとも一部
分の上の接着剤と、
　（ｃ）前記マスキング物品の少なくとも前記縁部に存在して、前記コーティングが前記
裏材層の前記縁部と接触すると前記コーティングと接触する水溶性カチオン性障壁誘発化
合物と、を含む、粘着性マスキング物品。
【請求項２】
　保護された加工面に隣接する表面に塗布されたコーティングから、該保護された加工面
を遮蔽するための粘着性マスキング物品であって、
　（ａ）第１及び第２の対向する主表面と、少なくとも１つの縁部とを有する裏材層と、
　（ｂ）前記第１及び第２の裏材層の対向する主表面の少なくとも１つの少なくとも一部
分の上の接着剤と、
　（ｃ）前記マスキング物品の少なくとも前記縁部に存在して、前記コーティングが前記
裏材層の前記縁部と接触すると前記コーティングと接触するポリカチオン性障壁誘発処理
剤と、を含む、粘着性マスキング物品。
【請求項３】
　有機カチオン性障壁誘発化合物を含むマスキング物品に関して使用する障壁誘発処理剤
配合物。
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